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発表の内容

• 日本の高リスク輸入材の概要

•マレーシア・サラワク州のサプライチェーン•マレーシア・サラワク州のサプライチェーン
におけるリス

•グローバル・ウィットネスによる日本木材輸
入業者のデューデリジェンス実施評価の結入業者のデ デリジ ンス実施評価の結
果

• 結論と提言• 結論と提言



日本は違法性リスクが高い原産国からの
最大輸入国の一つ最大輸入国の つ

• 高リスクが高い木材製品の半分は合板
• サラワク州は日本の合板輸入量のほぼ半分を占める
• サラワク州の全木材製品の約５割は違法と推定（国連薬物 犯罪事務所）• サラワク州の全木材製品の約５割は違法と推定（国連薬物・犯罪事務所）

出典： チャタムハウス（英王立国際問題研究所）
「違法木材の取引：日本における取組」（2014年11月）「違法木材の取引：日本における取組」（2014年11月）



サラワク州の木材サプライチェーンにおけるリスク

サラワク州における主要な問題

• 木材セクターに根の深い汚職

• 伐採ライセンスの発行にめぐる先住民族の権利の伐採ライセンスの発行にめぐる先住民族の権利の
侵害。それにより、土地の所有・利用に関する法的
闘争が誕生。闘争 誕 。

• 法律・規則の遵守を担保する伐採監視のお粗末

• 保護価値の高い森林での極めて持続不可能な伐採保護価値の高い森林での極めて持続不可能な伐採

２０１４年 アデナン サラワク州首席大臣は次のように述べた：２０１４年、アデナン サラワク州首席大臣は次のように述べた：

「違法伐採活動は持続可能な森林管理を促進しようとする［サラワク
州政府の］努力を危うくしているˉˉそれにより州政府の収入が減るだ
けでなく、より深刻なのは、長期にわたる環境の劣化が生じることだ」



サラワク州から木材を調達するリスクについて大量の情報がある



高リスクがあるにも関わらず、日本は続けて
サラワク州の 番の買い手サラワク州の一番の買い手

日本は過去20年間サラワク州の木材の約３分の１、合板の約半分の輸出日本は過去20年間サラワク州の木材の約３分の１、合板の約半分の輸出
先。2015年に、同州が輸出した全木材製品の約３分の１は合板として日本
が輸入。

Source: 貿易統計



日本におけるサラワク材の使用

主要な用途: 主要な用途

• 建設（コンクリート型枠）

• 住宅 （床基材）住宅 （床基材）

画像 東京 建設現場 見 か画像：東京の建設現場で見つかっ

たシンヤン・プライウッド（ビンツル）

工場の合板、2014年9月場の合板、2014年9月



シンヤン・プライウッド（ビンツル）工場が供給する木材
製品の原産地

グローバル・フォレストリー・サービス発行のシンヤン・プライウッド（ビンツル）社のCOC報告書
（2015 年5 月）からの抜粋



シンヤン社によるハート・オブ・ボルネオにある原生林での破壊的
かつ違法性の可能性がある伐採かつ違法性の可能性がある伐採

T/3342

T/3228



シンヤン社によるハ ト・オブ・ボルネオにある原生林での破壊的シンヤン社によるハート・オブ・ボルネオにある原生林での破壊的
かつ違法性の可能性がある伐採：Ｔ／３３４２伐採ライセンス

事例

T/3342



2012年12月に撮影したシンヤン社伐採ライセンス
Ｔ／３３４２の高解像度衛星画像Ｔ／３３４２の高解像度衛星画像

Image © CNES 2015



2014年6月に撮影したシンヤン社伐採ライセンスＴ／３３４２
の高解像度衛星画像の高解像度衛星画像

Image © DigitalGlobe 2015



SEVERE CANOPY DAMAGE AND EXTENSIVE 
LOGGING ALONG A MAJOR RIVER IN T/3342LOGGING ALONG A MAJOR RIVER IN T/3342

Image © DigitalGlobe 2015



シンヤン社によるハート・オブ・ボルネオにある原生林での破壊的シンヤン社によるハ ト オブ ボルネオにある原生林での破壊的
かつ違法性の可能性がある伐採：伐採ライセンスＴ／３２２８

T/3228



土地をめぐるシンヤン社と先住民コミュニティとの闘争

LPF018LPF018

• プナン族が伝統的に居住・利用してきた森林をシンヤン社は急速に皆伐。エリアはＬＰＦ００１
８植林地と重複する８植林地と重複する。

• 2007年、マレーシア人権委員会は、プラン族の土地に対する先住慣習権および生活が尊敬
されていないことを報告

• 2009年、ロング・ジェイクの先住民族コミュニティは先住慣習権の侵害のためシンヤンとサラ
ワク州政府を提訴



サムリン社の伐採許可区：先住民族が権利を主張
する土地および自然保護区と重複する土地および自然保護区と重複

T/0412

T/0390

T/0411 インドネシア

ウスン アパウ

スンガイ・モー野生
生物保護区候補地

ウスン・アパウ
国立公園

Source: Global Witness, June 2014
T/0413



バラム川上流部にあるサムリン社伐採ライセンスバラム川上流部にあるサムリン社伐採ライセンス
をめぐる先住民族コミュニティによる提訴

1) 1998年、Long Kerong、 Long Sepigan ほか２つの村のプナ
ン人首長が提訴。

• 55,000 haの森林・農地の権利を主張。

2) 2007年、 Long Lamai 村のプナン人首長が 31,000 haの土地
をめぐって提訴。

3) 2010年、Ba Jawai villageのプナン人首長ほかが 15,000 haの
土地をめぐって提訴。



国立公園内の伐採国立公園内の伐採

2013年2月時点の人工衛星画像は2013年2月時点の人工衛星画像は、

最近ウスン・ウパウ国立公園内でサ
ムリン伐採許可区T/0413からのアク

セスにより大規模な伐採が行われたセスにより大規模な伐採が行われた
ことを示す

T/0413

ウスン・アパウ
国立公園

Imagery provided by DigitalGlobe ©2014

T/0413 インドネシア



サムリン社による違法伐採の証拠

• 必要な環境影響評価を実施せずに再度入って伐採

• 急なスロープので陸上伐採と道路建設急なスロ プので陸上伐採と道路建設

• 伐採道路建設のための過剰な森林の整地

河川沿いの緩衝帯での皆伐と伐採瓦礫による川の汚染• 河川沿いの緩衝帯での皆伐と伐採瓦礫による川の汚染

• 保護樹種の伐採と偽タグ付け

• 規定より小さい木の伐採



デューデリジェンスの実施評価：方法論
• サラワク産輸入合板の大半を輸入している７つの商社

住友林業 双日 伊藤忠 丸紅 三井住商建材 ジャ

デュ デリジェンスの実施評価：方法論

－住友林業、双日、伊藤忠、丸紅、三井住商建材、ジャ
パン建材、トーヨーマテリア－を対象に、違法木材に対
する方針と活動についてアンケート調査を行った。する方針と活動に いてアンケ ト調査を行った。

• 公開情報をもとに追加的調査も行った

違法木材に対する方針 サラワク州を高リスクの事例と• 違法木材に対する方針、サラワク州を高リスクの事例と
してリスク評価とリスク緩和の活動、及びデューデリジェ
ンスの透明性について評価を行った。ンスの透明性について評価を行った。

• 「良い」、「まあまあ」、「不十分」、「著しく不十分」で評価
したした。



デューデリジェンスの実施評価：主な結果＊

• 全７社が違法伐採を行っていることが判明したサラワクの伐採会社と取引

デュ デリジェンスの実施評価：主な結果＊

全７社が違法伐採を行っていることが判明したサラワクの伐採会社と取引
を行っている。

• 全７社が、現在、慣習的土地法を侵害したとして提訴されているサラワクの
伐採会社から買っている伐採会社から買っている。

• 全７社が高保全価値の熱帯林できわめて破壊的な伐採を行っているサラ
ワクの伐採会社から買っている。

• 日本で違法木材を購入しないとの規程を定めている輸入企業は伊藤忠、
双日、住友林業の３社のみである。

自社のサプライチ 違法木材リ クにどのようにとりくん いるかに• 自社のサプライチェーンで違法木材リスクにどのようにとりくんでいるかに
ついて情報を公開すると約束しているのはこの３社だけである。

• 私たちの調査に応じた企業のうち、サラワクから購入したすべての木材の私 調 業 う 、 ラ ク 購入 す 木材
由来を把握している企業はなかった。伊藤忠のみがサラワク産木材のほぼ
すべてについて伐採コンセッションを把握していると回答した

＊グローバルウィットネスは 以上の調査結果について7つの会社にコメントす＊グロ バルウィットネスは、以上の調査結果について7つの会社にコメントす
る機会を与えた。回答の要点は報告書に含まれている。



デューデリジェンス実施評価：高リスクにさらすデ デリジ ン 実施評価 高リ ク さらす
合板サプライチェーン



デューデリジェンス実施評価：企業はベスト・
プラクテ スを満たしていないプラクティスを満たしていない



提言提言

サラワク州の木材製品は非常に違法性が高いと見做すべき

サラワク州から直接木材を調達する企業は次の行動を取るべき：

• 全て木材製品において、木材が由来する伐採ライセンスおよび伐採対象
区域 木の樹種を知る区域、木の樹種を知る。

• 伐採事業に関連するガバナンス、土地権、違法伐採に関すうる最近およ
びバイアスが無い情報を定期的に入手。

• 伐採事業に関係する主要な書類を入手。次を含む：伐採許可証、伐採管
理計画、伐採対象区域も入るための許可証、環境影響評価書など。

合法性と持続可能性に関する信頼できる独立した第三者による検証を要• 合法性と持続可能性に関する信頼できる独立した第三者による検証を要
求する。

• 土地の利用に関する先住民族との闘争が起きているエリアからは調達を
しない。

• 保護価値の高いエリアからの調達をしない。

プ• 必要な情報の提供や以上の措置を取ることに協力的でないサプライヤー
との取引を止める。



THANK YOU
ご清聴ありがとうございました

Contact: rjacobsen@globalwitness.org


